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1. 目指すべき骨格構造の基本的な考え方 

目指すべき都市の骨格構造とは、⽴地適正化計画のまちづくり⽅針の実現を図るととも
に、将来の人口減少や高齢化に対応し、持続可能な都市とするための都市構造のことです。 

「⽴地適正化計画作成の手引き（国⼟交通省R4年4月）」では、目指すべき都市の骨格構
造について、以下の考え⽅が示されています。 

《目指すべき都市の骨格構造の考え方（立地適正化計画作成の手引きより）》 

都市全体の観点から、目指すべきまちづくりの⽅針（ターゲット）を⾒据えながら、道
路網等の都市施設、人口の集積状況、主要な公共交通路線、都市機能施設、公共施設の配
置等をもとに、将来においても持続可能な都市の骨格構造を抽出することが重要です。 
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2. 目指すべき都市の骨格構造 

本計画における都市の骨格構造は、結城市都市計画マスタープラン（H29.6改定版）で示
されている将来都市空間構造や都市機能の集積等の本市の現況を基に、都市機能の集積を目
指す「拠点」や、拠点間等の移動が可能となる「基幹的な公共交通軸」を設定します。 

（１）拠点設定の考え方 
結城市都市計画マスタープラン（H29.6改定版）で示されている将来都市空間構造による

拠点の位置付け及び都市機能の集積状況から、都市機能の集積を目指す拠点を設定します。 
  

■将来都市空間構造における拠点の位置付け 

将来都市空間構造における拠点の位置付けでは、地
域特性に応じて、以下の3つの拠点が示されている。 
【都市交流拠点】 
 市庁舎等が集積するシビックセンターゾーンの拠点性

強化や広域商業サービス集積地等のネットワーク化 
【産業拠点】 
 工業系の拠点性の強化 
【地域活性化拠点】 
 （財）⽇本花の会、⼭川不動尊、結城廃寺等を核と

した地域資源活用型の拠点形成 

《 拠点設定の考え方 》 

市内における都市機能の集積状況をみると、商業
や医療、福祉等の都市機能は、将来都市空間構造の
拠点に位置付けのある結城駅周辺や都市交流拠点
及び地域活性化拠点周辺に集積しており、特に結城
駅周辺では利便性が高い状況であると評価できる。 

結城駅周辺 ■都市機能の集積状況 



第 3 章 目指すべき都市の骨格構造 

44 

（２）基幹的な公共交通軸設定の考え方 
結城市都市計画マスタープラン（H29.6改定版）で示されている公共交通ネットワークの

形成⽅針による将来的な公共交通ネットワークの考え⽅及び現況の公共交通の運⾏状況か
ら、基幹的な公共交通軸を設定します。 

  
《 基幹的な公共交通軸設定の考え方 》 

公共交通のネットワークは、以下のとおり示されている。 
【市⺠の便利な移動を⽀える公共交通サービスの向上】 
 ＪＲ⽔⼾線の輸送⼒向上や円滑な乗換えの確保

等、利便性の向上 
【安全で快適な移動⼿段・環境の整備とネットワーク化】 
 既存巡回バスの利便性向上やコミュニティバス等の新た

な公共交通システムの検討などにより、安全で快適な
移動手段・環境の整備とネットワーク化 

■公共交通の運行状況 

市内の公共交通の運⾏状況をみると、ＪＲ⽔
⼾線は、本市の中⼼市街地である結城駅周辺と
近隣都市を結んでいる主要な公共交通機関とな
っている。 

また、巡回バスは市街化区域内では概ねカバ
ーするように運⾏しており、日常的な移動手段
としての役割を担っているとともに、市域の大
部分を占める市街化調整区域においては、結城
駅への接続や交通弱者への移動手段として、重
要な公共交通となっている。 

■公共交通ネットワークの形成方針における公共交通ネットワークの考え方 
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（３）目指すべき都市の骨格構造 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 目指すべき都市の骨格構造図 
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■目指すべき都市の骨格構造の考え方 

 
中心拠点 

（拠点） 

（軸） 

 
・本市の中心拠点と近隣都市を結んでいる主要な

公共交通機関であるため、基幹的公共交通軸と

して位置づけ 

基幹的公共交通軸（鉄道） 

JR 水戸線 

 
・中心拠点内の利便性とともに、市街化調整区域

から市街化区域へのアクセス性及び鉄道利用の

向上の観点から、「主要幹線道路・幹線道路」を

中心に現行路線を基本とした基幹的公共交通軸

として位置づけ 

基幹的公共交通軸（バス） 

巡回バス 

・本市の人口と経済活動を支えている結城駅周辺

は、結城市の玄関口としてふさわしい、多様な

都市機能の更なる誘導を推進する拠点として位

置づけ 

結城駅周辺 

※中心拠点と連携を図る地域 

小田林駅・東結城駅 

周辺 
・農業との調和を図りつつ、鉄道沿線の交通利便

性を活かした集落環境の維持を図るエリア 

・中心拠点へのアクセス性の維持や

公共施設の再編等により、農村地

域の利便性や将来的な人口、地域

コミュニティー維持を図るエリア 

結城野田線沿線の 

結城ひかり幼稚園周辺 

結城坂東線沿線の山川出張所周辺 

結城坂東線沿線の上山川保育所周辺 

結城南中学校周辺 

（学校再編や文教ゾーン検討地域） 

市南部 

市北部 
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